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中小企業景況調査結果 （2022年7月～9月期実績・2022年10月～12月期予想）

前期比、製造業・小売業・サービス業は好転、建設業は悪化

業況天気図
（注）D.Iとは、景気動向指数の略で、前年同期と比較して増加（好転）企業割合と、

減少（悪化）企業割合の差を示すものである。

10 月～ 12月
2021年2020年
1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～ 12月

2022年
1月～３月 4月～ 6月

（今期）
7月～ 9月

（予想）
10月～ 12月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

D.I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝

　今期の業況判断Ｄ.Ｉは、製造業6.5（前期比+9.7ポイント）、小売業△25.0（同+12.5ポイント）、サービス業
△13.5（同+1.8ポイント）は好転し、建設業△10.0（同－10.0ポイント）は悪
化した。
　来期は、製造業△12.9（当期比－19.4ポイント）、建設業△15.0（同－5.0ポ
イント）、小売業△27.5（同－2.5ポイント）、サービス業△16.9（同－3.4ポイ
ント）いずれも悪化を予想している。
　調査企業からは、「原材料価格や仕入れ価格が上昇しているが、製品や商品
に上乗せできない状況である」、「新型コロナウイルスの影響で、イベントの中
止や延期で売上が不安定である」などのコメントが寄せられた。　

富山県商工会連合会では、富山県下商工会地区における中小企業の景気動向を定期的な把握や業界に対
する情報の提供並びに商工会が行う経営改善普及事業の基礎資料に資するため、四半期ごとに製造業、
建設業、小売業、サービス業の県下150社を対象とした定点観測調査を実施している。

　労働保険（労災保険と雇用保険の総称）は、労働者が予期せぬ労働災害に遭遇した場合の「労災給付」
や、失業した場合の「失業等給付」のほか、雇用の継続を援助、促進するための「高年齢雇用継続給付」、
「育児休業給付」、「介護休業給付」など、労働者の生活を保護、支援するために必要な給付を行う政府
管掌の保険です。
　また、事業主に対しては、雇用機会の増大を図るための各種助成金制度があります。
　法人・個人を問わず、労働者（パート・アルバイト含む）を一人でも雇用している事業主は、労働保険への
加入が義務づけられています。
　労働保険に未加入の事業主は、すみやかに加入手続きをお願いします。

 　詳しくは各事業所の所在地を管轄するハローワークへお問い合わせください。

※）加入にあたっては、県下商工会でも「労働保険事務組合」を設置し、事業主の皆様に代わって加入手続きな
どの労働保険の事務処理のサポートを行っておりますのでお気軽にご相談ください。

「労働保険」の加入手続きはおすみですか
～労働者を一人でも雇用していれば労働保険に加入する必要があります～
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県
商
工
同
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月
６
日
（
火
）

太
閤
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
、
総
勢
69
名

の
県
内
商
工
同
友
会
員
ら
が
競
い
合
っ
た
。
秋
晴
れ
の
絶

好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
を

満
喫
し
た
。

　

大
会
結
果
次
の
と
お
り
。

〈
大
会
結
果
〉

■
団
体
戦

　

優
勝　

富
山
市
八
尾
山
田
Ａ
チ
ー
ム

　

２
位　

富
山
市
北
Ａ
チ
ー
ム

　

３
位　

南
砺
市
Ｄ
チ
ー
ム

■
個
人
戦

　

優
勝　

古
川  

真
人
（
富
山
市
北
Ａ
）

　

２
位　

井
上  

幸
正
（
上
市
町
）

　

３
位　

苗
加  

哲
弘
（
南
砺
市
Ｄ
）

■
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　

　

下
林  
利
夫
（
富
山
市
八
尾
山
田
Ａ
）

商
工
会
青
年
部
対
抗
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

商
工
会
青
年
部
対
抗
親
睦

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
９

月
11
日
（
日
）
に
富
山
市
山

田
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
県
内
の
各
商
工
会
14

チ
ー
ム
総
勢
１
５
０
名
が
参

加
し
、
久
し
ぶ
り
に
青
年
部

員
が
共
に
汗
を
流
し
、
親
睦

を
深
め
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
進
め
る
も

白
熱
し
た
闘
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
南
砺
市
Ｂ
チ
ー
ム
が

優
勝
し
た
。

〈
大
会
結
果
〉

　

優
勝　

南
砺
市
Ｂ
チ
ー
ム

　

２
位　

射
水
市
Ａ
チ
ー
ム

　

３
位　

高
岡
市
Ａ
チ
ー
ム

　

９
月
28
日（
月
）、

射
水
市
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
（
射
水
市

青
井
谷
）
に
お
い
て

商
工
会
女
性
部
対
抗

親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
、

15
チ
ー
ム
総
勢
60
名

が
参
加
し
た
。
今
年

は
他
商
工
会
部
員
同

士
の
親
睦
を
図
る
た

め
、
他
商
工
会
チ
ー

ム
の
ペ
ア
と
組
み
合

わ
せ
、
コ
ー
ス
を
回

り
順
位
は
各
商
工
会

チ
ー
ム
の
集
計
と

し
た
。
参
加
者
は
、

「
人
に
優
し
く
お
淑

や
か
な
会
話
」
を
誓

い
合
い
、
和
や
か
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

賞
品
は
各
商
工
会
の
地
域
商
品
を
持
ち
寄
り
、
表
彰
式

で
は
地
域
商
品
を
紹
介
す
る
場
面
も
あ
り
交
流
が
よ
り
深

ま
る
も
の
と
な
っ
た
。

〈
大
会
結
果
〉

　

優
勝　

南
砺
市
Ａ
チ
ー
ム

　

２
位　

上
市
町
チ
ー
ム

　

３
位　

富
山
市
南
Ａ
チ
ー
ム

県
商
工
同
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

女
性
部
対
抗
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
13
日（
木
）～
14
日（
金
）、
宮
城
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
、
富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
交

流
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
を

き
っ
か
け
に
平
成
29
年
２
月
に
両
青
年
部
連
合
会
が

締
結
し
た
「
大
規
模
自
然
災
害
等
に
関
す
る
協
定
」

に
よ
り
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る
情
報
交
換
や
災
害

が
発
生
し
た
際
の
対
処
等
に
関
す
る
知
識
を
共
有
し
、

有
事
の
際
で
も
迅
速
に
連
携
・
対
処
が
で
き
る
関
係

性
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
毎
年

交
互
に
開
催
地
を
入
れ
替
え
、
今
年
度
は
宮
城
県
で

開
催
さ
れ
、
宮
城
県
勢
51
名
、
富
山
県
勢
15
名
が
参

加
し
た
。

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
・
富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
・
富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の

交
流
研
修
会
の
開
催

交
流
研
修
会
の
開
催
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回
16
第

　
あ
な
た
の
会
社
や
商
品
の
強
み
は
何
で
す
か
？

と
聞
か
れ
た
ら
即
答
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
売
上

を
あ
げ
る
た
め
に
は
お
客
様
か
ら
選
ば
れ
る
存
在

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
お
客

様
か
ら
選
ば
れ
る
理
由
＝
強
み
を
明
確
に
定
め
る

の
は
意
外
と
難
し
か
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
で
も
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
お
客
様
を
獲
得
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
今
回
は
そ
ん
な
強
み
の
見
つ
け
方
を

誰
で
も
取
り
組
め
る
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
お
届
け

し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
①
：
特
徴
を
洗
い
出
す

　
ま
ず
は
自
社
の
特
徴
を
洗
い
出
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
特
徴
と
は
他
と
比
べ
て
違
っ
た
り
目
立
っ
た

り
す
る
部
分
の
こ
と
で
す
。
特
徴
を
洗
い
出
す
た

め
の
考
え
方
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
当
て
は
め
て
自
社
の
特
徴
を
洗
い
出

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
コ
ツ
は
、
な
る
べ
く
た
く
さ

ん
書
き
出
す
こ
と
で
す
。
お
客
様
に
刺
さ
る
魅
力

的
な
特
徴
を
作
り
出
さ
な
き
ゃ
！
と
意
気
込
む
の

は
良
い
で
す
が
そ
れ
で
頭
を
悩
ま
せ
て
手
が
止
ま

る
く
ら
い
な
ら
ば
た
く
さ
ん
挙
げ
て
か
ら
絞
り
込

ん
だ
方
が
良
い
も
の
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
気
楽

競
合
他
社
に
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
は
競
合
他
社

が
や
ら
な
い
こ
と
を
強
み
と
し
て
打
ち
出
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　　
２
つ
目
に
、
お
客
様
が
本
当
に
求
め
る
も
の
な

の
か
、
と
い
う
観
点
で
す
。
（
こ
こ
が
一
番
重
要

で
す
）
例
え
ば
先
ほ
ど
例
に
挙
げ
た
「
添
加
物
を

使
っ
て
い
な
い
か
ら
小
さ
な
お
子
様
も
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る
食
品
」
は
、
子
ど
も
が
い
な
い
方
に

は
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
し
、
仮
に
そ
れ
が
嗜
好
品
な

ら
ば
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
よ
り
も
美

味
し
く
て
満
足
感
が
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要
、
と

い
う
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
で
先
ほ
ど
挙
げ
た
価
値
を
絞

り
込
ん
で
み
る
と
、
自
社
独
自
の
売
り
・
強
み

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
用
語
で
U
S
P
と
言
い
ま

す
）
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
U
S
P
を
し
っ
か

り
打
ち
出
し
て
お
客
様
に
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

自
社
の
強
み
の
見
つ
け
方

に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ッ
プ
②
：
特
徴
を
価
値
に
言
い
換
え
る

　
特
徴
を
た
く
さ
ん
洗
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、

次
に
そ
れ
を
お
客
様
に
と
っ
て
の
イ
イ
コ
ト
（
＝

価
値
）
に
言
い
換
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

　
こ
の
よ
う
に
、
自
社
商
品
の
特
徴
が
お
客
様
に

と
っ
て
の
ど
の
よ
う
な
イ
イ
コ
ト
に
繋
が
る
の
か

考
え
て
言
い
換
え
て
み
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
③
：
打
ち
出
す
価
値
を
絞
り
込
む

　
こ
こ
ま
で
来
た
ら
皆
さ
ま
の
目
の
前
に
は
た
く

さ
ん
の
お
客
様
に
と
っ
て
の
イ
イ
コ
ト
が
並
ん
で

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
あ
と
は
絞
り
込
む

だ
け
で
す
ね
。
絞
り
込
む
際
の
観
点
は
２
つ
で
す
。

　
ま
ず
１
つ
目
に
、
競
合
と
差
別
化
す
る
と
い
う

観
点
で
す
。
自
社
の
特
徴
や
お
客
様
に
と
っ
て
の

イ
イ
コ
ト
が
他
社
で
も
実
現
で
き
る
な
ら
ば
お
客

様
は
安
い
方
か
ら
買
い
ま
す
。
つ
ま
り
そ
れ
は
強

み
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
で
す
の
で
、

マーケティング編

遠藤 頑太
新潟県長岡市出身。新潟大学 経済学部卒業。
大学卒業後、東京の営業コンサルティング・営業
アウトソーシング会社に入社。中小企業から大手
企業・上場企業まで、様々な業種業態にわたる企
業の営業支援を行う。そこで培った営業・販売の
ノウハウを活かして「地域を若い人がもっと活躍
出来る場に変える」という使命をもってグローカル
マーケティングに入社。趣味はドライブと料理。

取締役COO（最高業務執行責任者）
コンサルティング部 部長

 

 

 

・
う
ち
の
業
界
で
は
普
通
は
●
●
だ
け
ど
当
社

は
○
○
す
る

・
う
ち
の
会
社
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
○
○

・
お
客
様
か
ら
「
○
○
が
良
い
よ
ね
」
と
お
褒

め
の
言
葉
を
頂
く

（
食
品
）
添
加
物
を
使
っ
て
い
な
い

 ⇒

小
さ
な
お
子
様
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

（
住
宅
）
気
密
性
・
断
熱
性
が
高
い

 ⇒

冬
で
も
暖
か
く
快
適
に
暮
ら
せ
る

（
金
属
加
工
）
部
品
加
工
の
精
度
が
高
い

 ⇒
お
客
様
が
入
荷
す
る
際
の
受
入
検
査
が
不
要

（
I
T
シ
ス
テ
ム
）
操
作
画
面
が
わ
か
り
や
す
い 

 ⇒

専
門
知
識
が
な
く
て
も
す
ぐ
に
使
い
こ
な
せ
る
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小さな会社ですが
丁寧な仕事を心がけています。
小さな会社だから
できる事があります。
人と社会を繋ぐお手伝いをいたします。
心に伝わる広告物をご提供いたします。

お客様の想いをカタチにする

　各税務署では、インボイス制度の登録申請にあたり制度説明会および登録申請相
談会を開催し、登録申請に係る円滑なサポートを行っています。（要：事前予約）
　登録申請後は、各事業所において「売手として」「買手として」等の様々な備えが
必要になりますので、お早目の判断とご対応をお勧めいたします。
　令和５年10月1日の制度開始時よりインボイス発行事業者となるためには、原則令
和５年３月31日までに登録申請が必要です。年が明けますと、決算・確定申告時期
を迎え管内も大変混雑してまいりますので、お早めに手続きを済ませることをお勧
めします。
　電子申請のサポートのほか、紙による申請での手続きにも対応いたします。

令和5年10月1日から
インボイス制度が始まります！

令和5年10月1日から
インボイス制度が始まります！
原則、令和５年３月31日までに 登録申請が必要です。

□ 売上先がインボイスを必要とするか検討しましょう
□ インボイス登録でのメリットデメリットについて検討しましょう

  国税庁からのお知らせ

インボイス制度特別サイト

富山県管内説明会等開催日程
相談予約はTELにて

最寄り税務署や
税理士、商工会などに
ご相談下さい。
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　富山県では、少子化の大きな要因である未婚化・晩婚化に歯止めをかけ、出会いや交流、
結婚を希望する独身者と、独身者を支援する県内事業者をつなぐプラットフォームとして
「ＴＯＹＡＭＡＴＣＨ」を創設しました。ついては登録事業者を募集します。
　事業者の情報をHP等に掲載し、無料でPRできますので、ぜひご登録ください。

■ 登録事業者の概要
　 ○協賛事業者
　　 粗品の進呈や来店割引など、利用会員となった独身者に様々なサービスを提供する事業者
　 ○応援事業者
　　 自社の従業員にＴＯＹＡＭＡＴＣＨをご案内いただくなど、従業員の出会いや交流を支援する事業者

■ 登録条件（※登録料不要）
・富山県内に所在する事業所又は活動拠点を有する法人、団体若しくは個人で、本事業の趣旨に賛同し、

利用会員へのサービスの提供や自社従業員への情報提供等を通じた活動支援が可能であること。

■ 申込方法
　 ※詳しくはＴＯＹＡＭＡＴＣＨのホームページをご覧ください。　https://toyamatch.jp

■ 問い合わせ先
　 富山県知事政策局少子化対策・働き方改革推進課　TEL076-444-2174 

富山県商工会連合会では、事業環境変化に対する以下のテーマを対象とした支援事業を
行っています。
① 新型コロナウィルス感染拡大の影響を受けた方で今後の対策について相談したい　
② インボイス登録申請に向けての個別相談
③ デジタル化（会計帳簿のペーパーレス化、電子決済サービスの導入、
　 HP作成、ネットショップ開設など）
④ 最低賃金引上げ対策（就業規則の整備・見直し等）
⑤ 国の補助金申請に伴う助言・アドバイス

ご利用につきましては、お近くの商工会にご相談ください。
受付期限  12月15日（木）　

■お問合せ先　富山県商工会連合会・組織運営課　TEL 076-441-2716

TEL：（076）423-3171（代表）  

中小企業・小規模事業者を支える身近なパートナー 

金融支援 

経営支援  創業支援 
事業承継 

信用保証 

お気軽にご相談ください 

など  

検索富山県信用保証協会

「ＴＯＹＡＭＡＴＣＨ（トヤマッチ）」登録事業者募集！

事業環境変化対応型支援事業の
専門家派遣制度の活用について（ご案内）

秘 密
厳 守

相 談
無 料

中小企業、小規模事業者の方々が対象
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イベント名 開催日 お問合せ先

おやべイルミ2022

クリスマスJAZZライブ in める・びる

ふれあい青空市「やまだの案山子」

11月19日(土)～12月25日(日)

12月25日(日)

12月（月・火・水・土・日）

おやべ光のまちプロジェクト実行員会

小矢部市商工会

ふれあい青空市「やまだの案山子」

0766-68-0932

0766-67-0756

076-457-2333

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント開催が延期、または中止になる場合があります。詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

1 2月

「美のこわけ」商品のオンライン先行販売について
　富山県総合デザインセンターでは、「越中富山お土産プロジェクト」第三弾として“美と癒し”をテーマに県内商品をセレ
クトしたクリーンビューティブランド「美のこわけ」の創出に取り組んでいます。このたび、県内企業7社のアイテムをアソート
したセット商品のオンライン先行販売（数量限定）を10月15日（土曜日）から開始いたしました。
　大切な方への贈りものや、ご自身へのご褒美として、お買い求めください。

1. ぬくもる［温活セット］（販売価格：3,300円※税込）
ゆったり温まってリフレッシュ。入浴用化粧品にハーブティーとアロマスプレーを
アソートした“温活志向”のセット商品。

〈セット内容（アイテム名／企業名）〉
・塩炭酸タブレット（2個）／五洲薬品株式会社（富山市）
・ブレンドティーバッグR-002、R-005／株式会社GEN FARM 立山（立山町）
・アロマスプレー Kuromoji／株式会社プロジェクトデザイン（滑川市）

2.うるおう［温活＆スキンケアセット］（販売価格：8,030円※税込）
水の恵みを身体に取りこむプロトコル。入浴用化粧品に化粧水や、美容オイル、
ハンドクリーム、インナーマスクをアソートした“スキンケア志向”のセット商品。

〈セット内容（アイテム名／企業名）〉
・スパイシーバスソルト／五洲薬品株式会社（富山市）
・へちまローション／有限会社へちま産業（射水市）
・トウキ葉 美容オイル／株式会社やぶうち商会（富山市）
・シルクインナーマスク／株式会社松井機業（南砺市）
・Taroma ハンド＆ネイルクリーム ゆず／前田薬品工業株式会社（富山市）

■販売開始日　令和4年10月15日（土曜日）
■販 売 場 所　「美のこわけ」公式オンラインショップ　binokowake.base.shop

【参考】
1.「越中富山お土産プロジェクト」について
　富山県総合デザインセンターが中心となり、富山県のイメージアップや
良質物産の認知度向上を目的に2009年にスタートしたプロジェクト。富
山県ならではの伝統的習慣”おすそわけ”をコンセプトに、2011年に食べき
りサイズの食のお土産商品「越中富山 幸のこわけ」を、2017年に工芸の
お土産商品「越中富山 技のこわけ」を発売。そして2022年、県内の
「美・癒し」関連商品からなる新ブランド「美のこわけ」が誕生します。

2.「美のこわけ」ブランド化の経緯
　近年、ウェルビーイングやSDGsへの意識の高まりとともに「クリーン
ビューティ」という考え方が注目されています。新しい考え方ですが、目を
向けてみれば昔から「薬売り」で知られる富山に脈々と受け継がれてきた実
直なものづくりによる美や癒やしのアイテムは、まさに日本のクリーンビュー
ティの元祖と呼ぶにふさわしいもの。高低差4000mの自然の恵みを持つ富
山県には、自然を活かした多くの素材と、ひたすらものづくりに打ち込んで
きた人々がいます。今回、そんな富山で生まれた美と癒しをみなさまに”お

すそわけ”すべく「美のこわけ」ブランド化に取り組むこととなりました。

3.「クリーンビューティ」について
　肌に負担を強いず生産過程の明らかな原材料を使い、地域環境や労働環
境に配慮した美容製品を指す言葉。今回は富山で生まれたビューティアイ
テムを素材や環境への配慮などのエシカルな視点で見つめなおし、メー
カーの垣根を越えてアソートしました。

【美のこわけ4つの視点】
1. 富山産の素材 -富山の水や空気や人の手で育てられた素材を、主原料にし
ていること

2. 環境への配慮 -これまで未利用だった素材などにも価値を見出し、活用し
ていること

3. 伝統的な技術 -くすり製造など伝統的な産業を背景に、高い技術力で製造
していること

4. 地域の活性化-ものづくりを機に人が訪れる工夫など、地域の魅力を発信し
ていること

■お問い合わせ先

株式会社ジェック経営コンサルタント
〒930-0805 富山県富山市湊入船町3-30　TEL：076-444-0035／FAX：076-444-1135
Email：binokowake@jeckc.com

各地のイベント
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融資対象

融資条件

活用イメージ

商工労働部 地域産業支援課 金融係
TEL：076-444-3248  FAX：076-444-4402　平日：8：30～17：15

富山県融資制度 DX推進資金
ビヨンドコロナを見据えた設備導入を

お考えの事業者の皆様へ

新たな製品・サービスや付加価値の創出に取り組むため、デジタル技
術を活用した設備を導入し、1％以上の生産性または業務効率の向
上を図る中小企業者
＊導入する設備が融資対象となるか等、県地域産業支援課　金融係
　（TEL：076-444-3248）までお気軽にお問い合わせください。

●融資限度額：3,000万円（設備資金）
●返済期間：10年以内（うち据置期間３年以内）
　　　　　　＊最長３年の据置期間で、当面の元本返済が不要です。

●貸付利率：３年間実質無利子
　　　　　　（４年目以降は年0.90％以内）

＊当初３年間は、利子分をお戻しするため、金利負担が実質
的に無利子となります。

●取扱期間：令和５年３月31日融資実行分まで
　　　　　　＊申込みは、お取引のある金融機関にご相談ください。

受発注システム（飲食業、小売業、製造業 等）
⇒顧客がスマートフォンやタブレット端末からカタログを閲覧し、商品
を注文できるシステムを導入することで、売上データのリアルタイム
での解析が可能に。

オンライン配信機材（サービス業、小売業 等）
⇒オンラインでセミナーの開催や商談を行うことで、県外・国外の顧客
に向けた情報の発信が可能に。

３次元設計システム（建設業 等）
⇒建材などの情報を入力し、３次元の設計モデルを構築することで、顧
客への説明や図面管理が容易に。

◇例１◇

◇例２◇

◇例３◇


